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Abstract : Modern limnology in Brazil by the Brazilian scientists is started by an Italian Brazilian (J.G. 

Tundisi) and a Japanese Brazilian (Takako Matsumura Tundisi) at the Broa reservoir in Sao Paulo state from 

1971. A young student of Japanese Brazilian (Kozo Hino) was placed their hope on the modern limnology. He 

was a chief of the limnological survey project in the Amazon basin in Brazil. However， he was assassinated in his 

apartm巴ntin Brazilia in 1988. This paper is a memorial of his activities. 

Key words : Brazil， limnology， cooperation 

ブラジル、陸水学、日伯共同研究

はじめに

1974年から続いていた日伯陸水共同研究が一段落す

るときに、その問中、日伯研究者聞の架け橋として重

要な役割をしてきた日系一世、福岡生まれ日野幸三君

(ブラジル北方電力公社の陸水研究部長)がブラジリ

アの向宅で昨年 (1988年) 9月6日暴漢に襲われ士く

なりました。私は1974年にサンパウロ大およびサンカ

ルロス国立大に行き最初に会い、最後に会った者とし

て、私自身 6回もブラジルに足を運び日系人の期待に

対し責任があるような気がし、記録をと思い紙面を使

わせて頂きます。

日伯陸水共同研究に関しては既に筆者が生物科学

(中本1986a )、繊維学部同窓会報(中本1986b 、1987)

に、名古屋大学西僚教授(文部省海外学術研究代表者)

が発表(西保1985、1988) しているが、ここでは日系

一世の特に日野幸三君の果たしてきたことを中心にブ

ラジルでの私的な思い出を交えて記したい。またこの

文章は日野幸三君の家族へ出した追悼文を書き改めた

ものであります。
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突然の国際電話

円本時間で1988年 9月8日夜 8時(サンパウロ時間

8円朝 8時)、["ALLO! 1 WOULD LIKE TO SPEAK 

NAKAMOTOSAN Jの声、 TUNDISI(サンパウロ

大陸水応用生態研究所長、国際陸水学会副会長、国際

湖沼環境委員)が声をつまらせて["BAD NEWS J、

一瞬研究上のことで、何か問題があったのか、または

TUNDISIの体調が急に悪くなったのか(1ヵ月前に

胆石の手術をしたばかり)と思いました。 ["KOZO

WAS DIED. KOZO WAS ASSASSINATED AT 

THE DOOR OF HIS AP ARTMENT IN BRAZIL-

IA.. Jと泣きながら叫ぶので、した。寛幸さん(幸三君

の兄)が知らせてきたと言いました。 TUNDISIは5日

前に会ったのに、サンカルロスではいつも一緒だった

のに非常に悲しいと泣いていました。名古屋大学の西

保先生をはじめ、皆に知らせてくれとの事でした。あ

まりに突然で、本当かどうか耳を疑いました。信じられ

なくて、サンパウロのお宅に国際電話をしたのです。

お父さんが丁度おでになり、寛幸さんがブラジリアに
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向かっていてまだ連絡がないのでてはっきりしたこと

はわからないが、その様だとの事。KOZOが亡くなった

ことが現実であることがわかり、西傑先生をはじめ皆

に知らせました。

写真:日野幸三君の最後の写真 (1988.8.14)、サンパ

ウロの両親の家で、お母さんと長男の家族と一緒に。

私は1988年 8月ブラジルに 6回目として訪問(第 6

回円伯科学技術シンポジウム、移民80周年記念祭後援、

サンパウロ)しました。 KOZOとはサンノfウロ、サンカ

ルロス、ブラジリアと一緒でした。 14年間の歳月の聞

にブラジルは急激に発展して行きました。日本と同様

に都市化が進み、道路、生活程度のレベルがよがって

きたことを車窓から実感しました。

KOZOはサンカルロス国立大の助教授から 5年程前

に北方電力公社(ブラジル中部から北部の全地域の発

電公社)に移りアマソーン水系の陸水研究部長の大任を

果たしてきました。ブラジルはアマゾ、ン水系に長さ

100-200km、幅数十kmものダム湖を次々と建設してい

る最中です。これらが完成すると、世界の生態系が変

わるのではないかとも懸念されています。そこでダム

建設前から完成後まで、の陸水生態系がと宇のように変化

するかを地道に研究する必要があり、この重要な責務

を果たしていました。今回ブラジリアで北方電力公社

に行ってからのダム研究調査結果を見せてもらい、い

ろいろ話し合いました。非常に素晴らしい結果で世界

中が注目していますから早〈発表してもらいたいと言

いました。アマゾン水系の様な広大な湿地・森林地帯

にある広大なダム湖は世界中他にありません。 KOZO

が調査の結果はそのままで新発見です。 KOZOはこれ

らの結果を基に博士論文を書く予定でした。 KOZOの

博士論文作成に何かと手助けをしたいと思っていまし

た。KOZOも考えてか、 10月からブラジリア大学で講義

を持つ予定でした。私もこの生物教室で熱帯大陸と温

帯地方のダム湖に関するセミナールをしました。

KOZOも「そろそろ大学に戻って落ち着いて研究をし

たい。大学に戻る方向で準備を考えている。」と私に話

していました。私もそうなれば良いなと思って陰なが

ら応援をしたいと思っていました。 TUNDISIの後継

者として日系のKOZOが頑張ってくれることを願って

いました。ブラジリアの空港で最後に別れるとき「来

週はまたアマゾンの奥地に入り研究ステーションを作

る準備をしなてくては」と話していました。私も「応

援するからな」と励ましました。

日系一世田野家について

日野幸三君は 4オまで福岡で育ちました。戦後一家

で親戚を訪ねサンパウロリH奥地へ農業移民しました。

お父さんの日野覧さんは、元軍人で終戦て世間が余り

変化しブラジルでやり直そうと思い移民したのです。

お母さんの美喜江さんは小学校の教員をしていました。

兄寛幸、幸二、それに妹まゆみ、ちおき、の 5人家族

でした。全財産を処分し、農業機械などを購入し 1ヵ

月あまりかかりサントスについたのですが、税関で機

械などを没収され裸同様で、仕方がなくサンパウロ州の

奥地の親戚を訪ねました。日系コロニアでは一家で働

いても生活が楽になりませんでした。

それでも教育だけはしなくてはとお母さんやお父さ

んが考え、お兄さん達はまだ真っ暗な早朝の朝露の野

道を、湿地には板を渡しながら道をつくりながら毎朝

片道6キロ以上歩き小学校に通ったそうです。幸三が

小学校に通う頃には少しは道が良くなり、通学が楽に

なったそうです。お母さんの美喜江さんはたのまれて

日系コロニアで日本人に対し勉強を教えていたそうで

す。奥地の農場で働いても少しも生活が楽になりませ

んでした。これでは駄目だと思いサンパウロに出て

いったそうです。幸三が小学校の途中でした。

サンパウロでは一家で鶏肉屋を始めたのです。毎朝

日音い内に手を挙げて知人のトラックに載せてもらい市

場まで仕入れに行き、また人のトラックに載せても

らって戻り商売をしたそうです。それでも寛幸さんは

働きながら夜間中学、高校に進み、専門学校をてやまし

た。現在はサンパウロ州教育庁理科教育(中学・高校

化学教育)指導主事になり活躍しています。 2男の幸

二さんは一家の生活を助けるため働き続けました。そ

のため相当遅れて夜間中学を終了しました。もちろん

妹達も家業を必死で‘手伝いながら小学校・中学校をで
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たのです。現在は庖も立派になりお母さんは孫達の面

倒を見る合間に自宅で近所の人達に日本語を無料で教

えています。

幸三にもしっかりと教育をしたいと思い一家で幸三

に期待がかけられていました。一家総出で、頑張ったお

陰で生活が楽になりかけたころに中学・高校をでまし

た。幸三は幸いにも創設したばかりのサンパウロ州に

ある唯一の国立大学 (UNIVERSIDADEFEDERAL 

DE SAO CARLOS，略称 UFSCar、サンカルロス国

立大)生物専攻の第一期生として入学することができ

ました。 TUNDISI教授の元で植物プランクトンの生

態を研究し、大学院に進みTUNDISIの良き相棒とし

て研究し、また助教授として母校で教鞭をとっていま

した。 TUNDISIがサンパウロ大学に移った 5年程前

に北方電力公社 ELETRONORTEの陸水研究部長と

して同じく転職しました。そこでアマソ守ン水系の陸水

研究の総括責任者として首都ブラジリアに移り、そこ

で働いていました。

幸三は研究成呆の一部を日本陸水学会誌にも発表し

ています (HINO他 1986)。日本には何度も来日し、

昨年はILEC(国際湖沼環境会議)にも参加し、アマゾ

ンの河口近くのTUCRUI夕、ム湖(長さ200km、最大幅40

km)の調査報告をしました。しかし残念なことに前述

のようにブラジリアのいつも行くスーパーマーケット

の駐車場係に自宅のアパートで殺されてしまいました。

日系一世の日野家にとって幸三はホープでした。また

TUNDISIにとっても期待していた一番弟子でした。

ブラジルでは小学校・中学校は義務教育であるが一

生の聞にいつでも受けることができます。また 1日3

部制で朝・午後・夜間があります。また小学校から大

学まで国立・公立とも授業料は無料であるが、生活す

るのが大変で、あるので普通は小学生から働くのが当た

り前である。そのため学校に行っている時間がおしく、

少しでも働いて生活のため一家のために働かなければ

いけないことが多い。退職した老人が小学校に通い

やっと卒業証書をもらうことはめずらしくない。

ブラジル人による近代陸水学の始まり

ブラジル人による陸水学は1971年から始まりました。

それまではアマソーン水系においてドイツ・プレーンの

陸水研究所のスタッフが中心て世代的研究が進められ

ていました。また動物ブランクトンや植物プランクト

ンの分類学的研究は細々と各地の大学で行われていま

したが、陸水学までには発展しませんでした。

1971年サンパウロ州にある唯一の国立大学 (UFS-
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Car)がサンパウロ州のほぼ中心人口約10万のサンカ

ルロス市に創設されました。サンパウロは州立サンパ

ウロ大学 (UNIVERSIDADEDE SAO PAULO、略

称USP、州内各地に分校がある)やその他の私立大学

などがあります。ブラジルでは各州に一つづっ国立大

学を設けていました。

UFSCarの生物学教室の特徴として生態学および陸

水学を始めようとしてUFSCarの当時の学長Prof

Heitor G. de Souza (東京の国連大学の現学長)はサ

ンパウロ大学海洋研究所のTUNDISI夫妻(Jose G. 

Tundisi， Takako Matsumura Tundisi)を呼ぴまし

た。そしてTUNDISliI<・教室主任になりました。

TUNDISIはイタリア系移民でUSPで植物プランク

トン、一次生産の研究をしていました。日系松村貴子

はUSPで動物プランクトンの分類・生態の研究をして

いるうちに、 TUNDISIと知り合い大学院に進み海洋

研ではサントス近くのカナレイヤ入江(マングローフ守

沼沢)で研究をし結婚し、二人とも助教授として働い

ていました。

サンカルロス市にはUSPの工学部の分校があり水

利工学および衛生工学教室があり BROA(オオカミの

意味)湖(正式名称LOBO貯水池)の研究を始めていま

した。 LOBO貯水池はパラナ川のー支流を1936年に堰

き止めた発電用夕、ム湖で、長さ約 7km、幅約 1km、平

均水深約 3mであるが大学に研究用にと提供されたも

のであります(世界湖沼環境会議1984)。二人はBROA

湖で1971年より暗中模索で自分達だけで陸水生態学の

研究を始めました。 BROA湖の最初の陸水調査は1971

年 7月に行われその調査報告が1972年 2月に大学の教

室の印刷で (TUNDISI 他 1972 a )、 1972年 2月の

調査報告が同年11月に出された (TUNDISI 他

1972 b)。二人の海洋生物学者がブラジル近代陸水学を

始めたのです。日本製鶴見精機の転倒採水器と検討温

度計を用いて研究が始まりました。

私は偶然にも1974年 8月から10月の 3ヵ月間同じサ

ンカルロス市のUSP衛生工学教室に海外技術事業団

(現在の国際協力事業団)の専門家として生態系利用

の藻類培養の指導に行きました。

しかし仕事はUSPに藻類を扱う生態学者がいな

かったため、同じ市内にあるUFSCarの生物教室でイ士

事をしてもよいとのことで、そこの器具を使い藻類培

養実験を行ないました。そのとき私も日本でダム湖の

研究(下久保夕、ム湖の淡水赤潮研究、中本1973、1975、

N AKAMOT0l975) をはじめたは、かりでした。 UFS-

Carて:"'iダム湖生態系研究・陸水学研究を1971年から
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はじめたばかりでしたので私も大変に興味があり時間

の許す限り相談にのり、一緒に調査・実験をしました。

ダム湖生態系はダムによって新たに造られた人工生態

系です。当時はまだ夕、ム湖生態系に関する教科書はあ

りませんでした。ましてや熱帯・亜熱帯の大陸の大き

な湖に関する学問的な教科書はありませんでした。ブ

ラジルではヨーロッパの教科書を基に研究をはじめて

いました。しかし、自然現象はヨーロッパとは違いが

あり、教科書に載っているような現象は明白に現れて

いませんでした。まさに暗中模索でした。この時、私

がTUNDISIのグループに最初の外国人として飛び込

んて騎行ったのです。私も夕、ム湖生態系はどのようなも

のか、はっきりさせたいと思っていました。私は日本

と比べながらどこが特徴なのかを真剣に考えました。

その特徴を見つける努力をしました。浅い湖は水温成

層ができにくく、水柱を考えるのではなく流入から流

出までの縦断変化の方が重要であることを強調しまし

た。その成果を教室に張り出しました。事業団からの

本来の仕事の藻類培養の技術指導をしながらダム湖生

態系の研究をしました。最後に日本に帰国するとき

TUNDISIは生物教室の全職員を集めシュラスコ(焼

肉)大パーティーをしてくれました。是非またすぐ来

いと TUNDISIに頼まれ、今度は本気で、長期間来て仕

事をしようと思いました(この滞在に関しては生物科

学を参照、中本1986a )。この時研究した成果の一部を

このBROA湖に関する最初の論文として国際雑誌に

発表しました。 (NAKAMOTO他1976)。そんな私の姿

を学生のKOZOが見ていたのでしょう。

(偶然ですが、この最初の論文を校閲した当時大阪

市立大吉良竜夫教授は現在滋賀県琵琶湖研究所所長に

なり国際湖沼環境会議議長でもあります。現在

TUNDISIはこの会議の委員として活躍しています。)

さて私は国際協力事業団の要請で1976年 1月から 2

月にかけて家内と二大で訪問しました。私は信州大学

に助手という職が決まったは、かりで長期大学を留守に

出来なかったのです。 1974年は冬でしたが、 1976年は

夏ですので前回の結果とどこが異なるか確かめました。

また短い期間でしたがよくサンパウロに地図や本の購

入などの用事を足しに行きました。高速パスの発着場

でサンカルロス行二きのノぐスをf寺っていたときにKOZO

が私達を見つけ話かけてきました。その後よく KOZO

は研究室にもホテルにも来ました。 KOZOらが中心に

なり学生下宿(へパフゃリカ)での学生パーテーにも呼

ばれました。サンパウロの両親の家にも呼ばれました。

お陰てザ頑張っている日系家族とその社会に肌で触れる

ことが出来ました。

日系松村家について

一方、松村家は滋賀県出身の写真家でブラジルで仕

事をしていました。戦争で帰国出来ずにいるうちに写

真家松村さんが亡くなりブラジルで生きて行かなくて

はならなくなりました。松村貴子さんは 3人姉妹の真

中です。お母さんと 3人姉妹でそれはそれは苦労した

ことと思います。お母さんと姉が必死に働いたお陰で

貴子さんはUSPに行き現在はUFSCarの教授にまでな

りました。また妹さんも大学を出て歯医者になりまし

た。苦労したお母さんも 1985年に亡くなりました。

このように日系一世は一家全員で協力して何とかし

て教育し一人でも大学に行って成功してもらいたいと

頑張っていました。それが証拠にはブラジル全国民の

たった 1%に満たない日系人ですが、国立や州立大学

の学生の 2割から 3割は日系です。大きな農場や財産

をもたない日系人が異国で成功するには勉強して自分

を高めるしかないのです。子供に一家の期待を託して

いるのです。

1977年以降の日伯研究交流

帰国して日本の学会などでブラジルの湖沼の面白さ、

TUNDISIグループなどについて宣伝をしました。そ

のうちブラジル生まれの香川大学須永哲雄先生がブラ

ジルに行きたいと私を訪ねて来ました。私は当然とし

てサンカルロスのTUNDISIを紹介しました。須永先

生が1977年から1978年にかけて文部省の在外研究員と

して滞在し、 BROA湖の魚類の生態研究、ミナス州リ

オンドッセ湖沼群視察をしました。 1978年 7月 1ヵ月

間TUNDISI一家が初めて日本に来ました。日本学術

振興会(学振)とブラジル科学アカデミーとの 2国間

協定のブラジルからの最初の研究者として信州大学に

来ました。私達は日本の主な調査地、研究所を訪問し

主な研究者に紹介しました。この時名古屋大学西傑八

束教授を訪問し日伯陸水共同調査に関し相談を始めま

した。 1979年 6月西保教授夫妻が学振の派遣として渡

伯し研究調査候補地のミナス州リオドッセ湖沼群を視

察しました。

1979年10月第 1回日伯科学技術会議(東京学士会館)

にTUNDISIが再来日し日伯陸水共同研究の始まりを

強調しました。 1980年 5月から 6ヵ月間KOZO(日野幸

三、当時UFSCar助教授)が名古屋大学に学振の研究者

交流として来日しました。この年 (1980年) 8月第21

回国際陸水学会が京都で聞かれ、 TUNDISI夫妻、
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Sonia CLARO助教授、 MirnaGODINHO助教授らが

UFSCarより参加しました。 1981年 3月より 1年間日

系のRobertoKeidi MIY AI君 (UFSCarの卒業生)が

文部省派遣留学生として来日、府中ダム湖の生態系に

ついて研究しました。 1981年夏、生嶋功千葉大教授、

学振て、短期UFSCarに行き BROA湖での水草の調査、

パンタナル湿原の視察をしました。 1982年夏、福原晴

夫新潟大助教授、学振でBROA湖で底生動物の研究お

よび、パンタナル湿原の視察をしました。

1983年 6月から 8月まで文部省科学研究費による海

外学術調査「ブラジル、 リオドッセ湖沼群の陸水生態

学的特性と湖沼類型に関する研究」が始まりました。

研究代表者は名古屋大学西保八束教授(研究総括)で、

三田村緒佐武(大阪教育大、地球化学)、生嶋功(千葉

大、水草)、須永哲雄(香川大、魚類)、福原晴夫(新

潟大、底生動物)、中本信忠(信州大、栄養物質・植物

プランクトン)それにTUNDISIグループとの共同研

究です。第 2回は1985年12月から1986年 1月まで第 3

文

イ言 忠

回は1987年 6月から 8月まででありました。

この様に長〈友好的に共同研究が続けられたのはブ

ラジル側の研究代表者の奥さんが日系一世の松村貴子

さん、日野幸三さんの二人がいたからだと信じていま

す。二人とも日本語があまり上手で、はありませんでし

たが日本人の感覚を良〈理解してくれました。

TUNDISIの後継者として日系の幸三が頑張ってくれ

ることを願っていましたが非常ロ残念なことをしまし

た。今後の日伯共同研究にとって大きな痛手です。

最後に

KOZOに最初に会い最後に会った研究者として、私

には日系人の期待が肌で感じられます。 KOZOの気持

ちが充分にわかるような気がします。 9月6日KOZO

は暴漢に襲われたときに何を考えたでしょうか。「やる

ことが山とあるのに」と d思ったでしょう。私はブラジ

ルで行ってきた研究成果を早く論文にしなくてはと

思っています。
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